
戸塚　輝夫（公認会計士）（委員長）

宮島　哲也（弁護士）

平成３１年４月１日～令和元年６月３０日

１７０件 １者応札案件４４件

契約の相手方が公益社団法人等の案件３件

１０ 件　 １者応札案件７件

（抽出率５．８％） （抽出率７０％）

契約の相手方が公益社団法人等の案件０件

（抽出率０％）

１件　 １者応札案件０件

契約の相手方が公益社団法人等の案件０件

６件　 １者応札案件５件

契約の相手方が公益社団法人等の案件０件

２件　 １者応札案件２件

契約の相手方が公益社団法人等の案件０件

１件　 １者応札案件０件

契約の相手方が公益社団法人等の案件０件

特になし
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・積算基準を基に算出した結果と思われ
るが、同様の事業については引き続き注
視していきたい。

１．平成31年度対馬海峡地区マウンド礁築造工
事

２．船舶航跡システム(ＶＭＡＣ)に係る船舶用端
末等の設置及び保守・運用業務

・入札結果が僅差となっているが、原因は何か。今
後も同様の事業については、引き続き注視していた
だきたい。

回答等意見・質問

・資料を提供できるかどうかも含め検討し
たい。

３．平成31年度包括的な国際資源管理体制構
築事業のうちまぐろ類流通調査分析事業

・本事業のみで複数年化をめざすのは困
難であると考えます。

・造船所側の船台の空き状況等の影響に
より、１者応札になったと考えられるが、引
き続き複数者が入札に参加できるよう努
力したい。

９．平成31年度ウナギ種苗の商業化に向けた
大量生産システムの実証事業

５．平成31年度厳しい環境条件下におけるサン
ゴ礁の面的保全・回復技術開発実証委託事業

７．（白萩丸）船内ＬＡＮサーバー等入替業務

・システムの入替えではなくサーバー及びクライアン
トＰＣだけの入替えか。また、１者応札の要因は何
か。

・OSとサーバーの期限が切れるための入
替えである。１者応札の要因については、
他の船内機器に影響を及ぼす懸念が出
てくることから、建造時の業者の入札とな
る傾向が多いと思わます。

８．平成31年ＥＥＺ内資源・漁獲管理体制強化事
業

・特定の業者が独自開発したシステムについては、
今後システムの増設等を行う場合には、導入時の検
討過程等が分かる資料も確認したい。

６．開洋丸定期検査及び一般修繕

・複数年契約が可能かどうか、事業者か
らの情報収集を行うともに、予算措置の
問題も踏まえ検討したい。

（特になし）

・本事業については、複数年契約は可能なのか。ア
ンケートの結果にある複数年であれば採算がとれる
という事業者がいるならば、情報収集を行い、検討
すべきではないか。

（特になし）

１０．平成31年度放射能調査研究費による研究
開発に係る委託事業

（特になし）

４．平成31年度さけ・ます等栽培対象資源対策
事業

・本事業についても複数年化を検討しているか。

・入札価格の差について、積算基準を基に出したの
なら、どこで差がつくのか。

・過去は複数者による入札だったが、今回１者応札
になってしまった。その原因分析を踏まえ、引き続き
注視し、複数者による応札に戻せるようにしていた
だきたい。

（特になし）

・例えば、現場事務所や工事の管理経費
といった非常に細かい経費の部分と思わ
れます。



　 特になし

事務局：水産庁漁政部漁政課 政策評価班

〔これらに対し部局長が講じた措置〕

 委員会による意見の具申又は勧告の内容　


